
社会福祉法人鈴鹿福祉会 

1 

 

 

 

 

 

 

令和３年度（2021年度） 
社会福祉法人 鈴鹿福祉会 事業報告 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ翠風(2021.12.1 開設)   

 

 

 

 

鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
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Ⅰ．令和３年度のふりかえり 

時代の変化が激しい昨今において、「正しい解」が 

過去の経験や成功例の直線状に存在しないことが多 

くなってきました。 

そのため、介護、福祉の基本精神は堅持しつつ、 

昨年度は経営、その方法について、 

１.多数が支持すること 

２.常識に逆らうこと 

３.新しく創ること 

を、正確な情報に基づいた仮説と柔軟な思考により、 

➣超高齢化と生産年齢急減社会、ｺﾛﾅ禍でも可能な方法をとる。 

➣介護現場での実際的な課題については、その解決策を議論する過程を通して学習する 

手法(ｱｸｼｮﾝﾗｰﾆﾝｸﾞ)を用いる。 

➣解決の過程で新たに課題が生じた場合は、都度修正を図りながら進める(ﾄﾗｲｱﾝﾄﾞｴﾗｰ) 

ことにより、それぞれ適切に選択し実行してまいりました。 

 

Ⅱ．令和３年度 事業計画目標 

予測できない時代だからこそ...突き抜けるくらいまでやってみよう！ 

 

【令和 3年度(2021 年度)の主な取り組み】 

・ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ翠風（単独型･ﾕﾆｯﾄ型･20床）の開設 

・ICT と介護ﾛﾎﾞｯﾄ、機器を組み合わせた新たな活用方法、介護現場革新(全事業所)及 

び研究報告･動画公開 

・自治体や企業等との実証事業(提案を含む。) 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの閲覧者への質問投げかけ、掲載記事へのﾘﾂｲｰﾄ 

 

Ⅲ．重点項目 

  以下の 8つを重点項目として取り組んでまいりました。 

1.短期入所生活介護事業所(ﾕﾆｯﾄ型･20床)の増設 

2.「LIFE(※)(旧 CHASE)」への取り組み推進(特に機能訓練、口腔ｹｱ、栄養ｹｱ、認知症

ｹｱ、看取りｹｱ) 

(※)Long-term care Information system For Evidence、厚生労働省：旧 CHASE と旧

VISIT とを合わせた科学的介護情報ｼｽﾃﾑ 

3.ICT(情報通信技術)と介護ﾛﾎﾞｯﾄ、機器の活用、連動(産官学との連携)【現在の最

終目標:ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末の活用による業務遂行、次世代通信規格(5G)の利用】 

4.外国人介護人材の雇用、業務分担の推進 

5.介護予防及び通所型ｻｰﾋﾞｽ A･B、共生型ｻｰﾋﾞｽの推進 

6.費用助成制度等のﾌﾙ活用 

7.ﾌﾟｯｼｭ型情報発信の推進 

8.他団体、地域、法人間、他(多)職種との連携 

 

Ⅳ．継続項目 

  社会福祉法人、組織として継続して行うべき以下の 6 つの項目について取り組んでまい

りました。 

1.経営理念等に基づいた運営、介護福祉ｻｰﾋﾞｽの提供 

多数支持 
常識に逆らう 創造 
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2.ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ(組織における統治)の徹底 

3.法令遵守 

4.非常災害対策(天災、火災、感染症等) 

5.地域における公益的事業の実施 

6.人材確保、育成、定着、評価の取り組み 

 

Ⅴ．理念･方針等 

➣経営理念： 

 

 

 

 

➣行動指針： 「気持ちをかたちに」 

        ～こころづかいを地域のみなさまに～ ～思いやりを地域のみなさまに～ 

➣行動方針： 「ｽﾀｯﾌひとりひとりが「新たな目標」に向かい、ﾁｬﾚﾝｼﾞしていきます。」 

➣採用方針： わたしたちと一緒に“鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ”をﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟしてくれる人 

➣育成方針： 「まなぶ風土」の醸成と「互いに努力を認め合える文化」の構築により、 

「働きがいのある魅力的な職場」の形成と「豊かな人材」の育成を図ります 

➣「みえ働きやすい介護職場取組宣言」目標(兼 衛生委員会目標)： 

｢働き方を改善して、仕事と家庭の両立を図る。｣ 

➣中期経営計画ﾋﾞｼﾞｮﾝ〈2020.4-2023.3〉：“ＫＡＩＧＯ × ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（※）” 

～超高齢化社会･生産年齢人口急減社会にあっても、地域の皆様に高品質のｻｰﾋﾞｽをお届け 

するために～ 

 

 

 

 

 

 

➣2040年に向けた業務方針(令和元年 6月 14日策定)： 

 

“地域に信頼されるべき存在であり続けるために” 

〜超高齢化･生産年齢人口急減社会に向かって、質の向上と効率化（生産性向上）の調和を図る〜 

 

1.組織人としての素養の具有 

人事考課制度･目標管理制度における評価指標、透明性の高い評価ｼｽﾃﾑ 

2.理論と根拠に基づいたｻｰﾋﾞｽ提供 

科学的･医学的知見やﾃﾞｰﾀ、研修受講等によって学んだ知識を用いた業務 

3.ﾃｸﾉﾛｼﾞｰの利活用 

ICT･ﾛﾎﾞｯﾄ･AI･機器の利活用（最終目標:IoT化） 

4.業務の分担化 

高年齢者･障がい者･就労が困難な方、介護未経験者等の雇用推進 

5.見える化の徹底 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報誌、事例報告等により、積極的に中身や魅力を発信 

6.ﾕｰﾓｱのある職場形成 

しっかりとした知識･技術の中にも、明るくﾕｰﾓｱのある職場風土 

 

➣身体拘束適正化にかかる方針：原則ｾﾞﾛとする。 

 

 

(※) 

① 特定の分野における知識の実用化であり、知識の実用化

によってもたらされる能力 

➁ ①によって作り出された機械や道具も指す 

➂ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱやﾋﾞｼﾞﾈｽ手法 

➃ 文化を生み出す活動、あるいは文化を変化させる活動 

(引用･参考：Wikipedia) 
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Ⅵ．法人運営 

Yahoo!JAPAN の調査(2021.12.16-2022.1.31)、『ｺﾛﾅ感染の｢第 6 波｣とｵﾐｸﾛﾝ株、最も心配し

ていることは』(回答数 217,937 人)では、約半数の方(107,984 人)が「医療･介護」と回答し

ており、社会福祉法人として地域住民に対する地域福祉の安定化を図っていく必要があります。 

1.目 標：“情報をいち早く入手し、ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰに判断して実行する” 

2.取 組： 

(1)理念に基づいた経営 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)外部会計監査の実施(毎月) ･ｵﾝﾗｲﾝ 11回、対面 1回 

･理事会出席:1回(5月 26日) 

(ⅱ)社会保険労務顧問契約の継続 ･相談、指導を受けた(電話･E ﾒｰﾙ) 

(ⅲ)幹部会議の開催(毎月) 

月例会の開催(毎月) 

その他会議の開催 

･幹部会議：12回 

･月例会:24回 

･業務改善会議(ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会議):12回 

･ﾕﾆｯﾄ会議:39 回（本館、はなれ棟、翠風） 

･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ会議:12回 

･居宅介護支援会議:51回 

(ⅳ)ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

･介護事故防止 

･身体拘束適正化、権利擁護･虐 

待防止 

 

 

･感染症防止･食中毒防止 

 

 

･非常災害対策 

･会議:各事業 12回 

 報告書:都度作成共有(ﾋﾔﾘﾊｯﾄ事例を含む) 

･会議：各事業 12回 

部署研修：各 2回 

外部研修受講：1回 

採用時:採用職員全員受講 

･会議:各部署 12回 

BCP ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練：3回 

採用時:採用職員全員受講 

･会議:各部署 12回 

消防訓練、防災教育：各棟 2回 

採用時防災教育:採用職員全員受講 

緊急ﾒｰﾙ送信訓練：1 回(BCP ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練) 

ｲﾝｶﾑ増設：8台(計 69台) 

ｼｮｰﾄｽﾃｲ翠風：災害用 LPG ﾊﾞﾙｸ設置 

(ⅴ)令和 3 年 4 月改定介護保険制度･

介護報酬へのｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな対応 

･科学的介護推進体制加算、安全対策体

制加算等算定 

(ⅵ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる実施状況の見

える化 

 

 

 

 

 

 

 

ﾆｭｰｽﾚﾀｰによる実施状況の見え

る化 

･ﾕｰｻﾞｰ数:33,454 

ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ数:303,825 

ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより掲載数:962本 

･ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞ(12月 1日) 

･翠風新築関連（ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞｲﾗｽﾄ変更、事

業･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ追加等） 

･ﾌｫﾝﾄの一部、法人章の色を改良 

･「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」記事への本文内ﾘﾂｲ

ｰﾄ、質問投げかけ実施 

･特別養護老人ﾎｰﾑ:11回発行 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ:11回発行 

臨時 

随時 

必要時 

(ⅰ)地域に不足している事業の創

出(短期入所等(事業所名の変

更を含む。)) 

･12 月 1 日:ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ翠風(ﾕ

ﾆｯﾄ型 20床)開設 

･事業所名称変更:併設ｼｮｰﾄｽﾃｲ、居宅介護

支援 
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(ⅱ)各種規程、災害ﾏﾆｭｱﾙ、「業務

改善活動の手引き」(業務等ﾏ

ﾆｭｱﾙ集)の見直し 

･複数回見直しを実施 

(ⅲ)新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症予防接種 ･計 6回(各 2回実施) 

5月 (ⅰ)創立 28 周年記念行事(5 月 8 日) ･家族来苑を中止し、入居者・利用者に

行事食提供 

(ⅱ)理事会 ･5月 26日開催 

･監事監査実施(5月 21日) 

･内部経理予算監査実施(5月 20日) 

6月 (ⅰ)定時評議員会 ･6月 11日開催 

(ⅱ)理事会 ･6月 11日開催 

8月 (ⅰ)職員健康診断 ･11月 20日実施 

9月 (ⅰ)敬老祝賀会の開催(9 月 20 日) ･行事食提供 

(ⅱ)ｱﾝｹｰﾄ調査の実施【利用者･家

族、職員】(9〜10月) 

･8月～10月にかけて実施 

･特養入居者家族、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ利用者･

家族に報告書を配布 

･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて結果公表 

11月 (ⅰ)ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり、各部署取

組報告会(地域報告会)、ご家

族等との意見交換(11月 3日) 

･家族等外部からの来苑を中止 

･各部署取組動画作成し、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにお

いて公開 

(ⅱ)入居者ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 

職員ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 

･10月 21日接種 

･10月 30日接種 

(ⅲ)理事会 ･9月 30日開催、11月 13日開催の省略 

(ⅳ)評議員会 ･10月 8日開催、11月 22日開催の省略 

12月 (ⅰ)ｸﾘｽﾏｽ会(12月 18日) ･行事食提供 

2月 (ⅰ)夜勤者対象職員健康診断 ･2月 16日実施 

3月 (ⅰ)理事会 

(ⅱ)評議員会 

･3月 11日開催 

･3月 28日開催 

 

(2)人材の育成と活用、定着等 

①人材育成 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)育成活動 

･研修受講(ｵﾝﾗｲﾝの活用)、学び 

の機会 

･他職種、他業種との意見交換

の機会 

･職員との双方向のやり取り 

･NAS(ﾈｯﾄﾜｰｸ接続ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ)等

を利活用した情報共有、連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･別紙「Ⅺ．令和３年度(2021 年度)社会

福祉法人鈴鹿福祉会 研修報告」参照 

･機器等導入時、各種研修会実施 

･(2)-➀臨時随時(ⅰ)参照 

･E ﾒｰﾙ、LINEWORKS等活用 

･各部署端末による共有 

･文書等は NASに保管 

･VPN 活用(6 月～)、NAS 内のﾃﾞｰﾀは手元

端末で確認(外出先でも確認可) 

･紙媒体の文書も pdf形式で保管 

 

 

 

 



社会福祉法人鈴鹿福祉会 

6 

 

(ⅱ)厚生労働省科学的介護情報ｼｽ

ﾃﾑ LIFE 及びその関連項目へ

の取り組み 

･科学的介護推進体制加算算定 (4 月

～)、LIFE関連加算算定 

(ⅲ)研究報告、事例報告の推進 ･東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設研究大会(1

題、2021.9.13～30) 

･高齢者住宅新聞社「第 7 回 住まい×介

護×医療ｻﾐｯﾄ」(2021.12.10) 

･三重労働局「安全衛生努力賞」にかか

る取組事例報告(2021.10.27) 

･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて実践事例報告(5 題、

2021.11.3公開) 

(ⅳ)各種規程、災害ﾏﾆｭｱﾙ、「業務

改善活動の手引き」(業務等ﾏﾆ

ｭｱﾙ集)の随時見直し【再掲】 

･(1)-臨時、随時、必要時(ⅱ)参照 

(ⅴ)各関係団体等への委員派遣、

講師派遣 

【施設長】 

･三重県介護保険審査会:委員 

･公益社団法人全国老人福祉施設協会: 

21 世紀委員会委員長、全国老人福祉施

設研究大会:講師、LIFE 研修会講師(富

山県老施協、新潟県老施協、広島県老

施協)、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰにおける科学的介

護推進の手引き作成 WT、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞｱﾌﾟﾘ

Miroの使い方講師 

･三重県老人福祉施設協会:副会長、介護

福祉人材確保対策 WT 

･三重県老人福祉施設協会：LIFE 研修会

講師、口腔ｹｱ研修会講師 

･奈良県老人福祉施設協議会：LIFE 研修

会講師 

･三重県社会福祉協議会：福祉人材ｾﾝﾀｰ運営

委員会:副委員長、研修委員会委員長、介

護福祉人材確保対策連携推進委員会委員 

･国際医療福祉大学:社会福祉運営管理論講師

(食事･栄養･LIFE 等) 

･三重労働局:令和 3年度安全衛生努力賞受

賞にかかる取組報告 

【特養係生活相談員(LIFE 管理ﾕｰｻﾞ-)】 

･三重県老人福祉施設協会:21 世紀委員 

会委員 

･高齢者住宅新聞社：「第 7 回住まい×介

護×医療ｻﾐｯﾄ」登壇 
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臨時 

随時 

(ⅰ)ﾆｰｽﾞ側(介護現場)からｼｰｽﾞ側

(開発、研究部門)への情報発

信、意見交換、実証、調査協

力 

【意見交換】 

･ｱｸｾﾝﾁｭｱ株式会社 

･Exceed協同組合 

･株式会社ｴﾇｼﾞｪｲｱｲ 

･N&F ﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ株式会社 

･ND ｿﾌﾄｳｪｱ株式会社 

･慶應義塾大学大学院 ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝ

ﾄ科、ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ研究科 

･神戸大学大学院 経営学研究科修士課程 

･国際医療福祉大学 医療経営管理分野 

･ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ株式会社 

･株式会社三十三総研ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ部 

･鈴鹿医療科学大学 医療健康ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学科 

･鈴鹿市長寿社会課 

･株式会社ｼﾞｪｲﾃｸﾄ 

･公益財団法人ﾃｸﾉｴｲﾄﾞ協会 

･ﾄﾞｸﾀｰﾒｲﾄ株式会社 

･ﾄﾘﾌﾟﾙﾀﾞﾌﾞﾘｭｰｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 

･一般社団法人日本ｹｱﾃｯｸ協会 

･株式会社日本ｹｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 

･株式会社日本経営 

･ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 

･ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯﾄﾞ株式会社 

･株式会社ﾋﾞｰﾌﾞﾘｯﾄﾞ 

･富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ株式会社 

･ﾌﾗﾝｽﾍﾞｯﾄﾞ株式会社 

･BlueOceanSystem株式会社 

･ﾏｯｽﾙ株式会社 

･公益財団法人三重県産業支援ｾﾝﾀｰ 

･三重電子株式会社 

･株式会社三菱総合研究所 

･株式会社ﾜｲｽﾞﾏﾝ 

･社会福祉法人、介護ｻｰﾋﾞｽ事業者 

【実証】 

･三重県長寿介護課、鈴鹿市長寿社会

課、ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ株式会社 

･慶應義塾大学大学院 ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒ

ﾝﾄ研究科ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝﾗﾎﾞ 
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【調査協力】(行政の定期調査は除く。) 

･愛知医科大学大学院看護学研究科修士課程 

･ｱｸｾﾝﾁｭｱ株式会社 

･公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

･三重県老人福祉施設協会 

･関西学院大学 人間福祉部 

･神戸大学大学院 経営学研究科現代経営学専攻 

･国立研究開発法人国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ 

･東京大学大学院 経済学研究科･経済学部

(米ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学共同) 

･東邦大学医療ｾﾝﾀｰ大森病院医療安全管理部 

･東洋大学ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ学部生活支援科 

･長野大学 社会福祉学部社会福祉学科、株

式会社日本能率協会研究所福祉･医療･労

働政策研究部 

･日本大学 文理学部、株式会社日本能率協

会研究所ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ＆ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究事業部 

･浜松医科大学 臨床看護学講座 

･広島国際大学 医療･福祉科学研究科医療

福祉学専攻修士課程 

･広島大学大学院 医系科学研究科 

･株式会社三菱総合研究所 

6月 (ⅰ)人事考課 6月 18日 

11月 
(ⅰ)各職員自己目標の設定、個別

育成計画 

11月 2日 

12月 (ⅰ)人事考課 12月 20日 

 

➁人材活用 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)外国介護人材の雇用に関する

取組 

･特定技能 1名雇用 

(ⅱ)高年齢者の雇用(業務分担の推

進等)、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等からの支援 

･高年齢者雇用:15.7％(2022.3.31 現在) 

･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者数:26 名(2022.3.31 現在) 

 

➂人材定着 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)衛生委員会の開催(毎月) ･12回開催 

(ⅱ)職場の環境整備、働き方の改善

(「みえ働きやすい介護職場取

組宣言」内容) 

･令和 3 年度安全衛生に係る優良事業場 

三重労働局長「安全衛生努力賞」受賞 

･【継続】「みえ働きやすい介護職場取組

宣言」 



社会福祉法人鈴鹿福祉会 

9 

 

(ⅲ)IoT(ﾓﾉのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(Internet 

of Things))化に向けた取り

組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･【排せつ支援】 

介護ｿﾌﾄ「BlueOceanNoteⅡ」×見守り

支援ﾛﾎﾞｯﾄ「眠り SCAN」×排せつ予測ﾛ

ﾎﾞｯﾄ「Dfree」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見守り支援】 

･ ｽ ﾏ ｰ ﾄ ﾌ ｫ ﾝ × 見 守 り 支 援 ﾛ ﾎ ﾞ ｯ ﾄ

「Neos+Care」×見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ「安

心ひつじα」×内外線ｱﾌﾟﾘ「ｿﾌﾄﾌｫﾝ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護予防、機能訓練】 

･ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末「Moff ﾊﾞﾝﾄﾞ（ﾓﾌ測、ﾓﾌﾄ

ﾚ）×ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末対応ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ「HUR

ｽﾏｰﾄﾀｯﾁ」ﾓﾊﾞｲﾙ WiFi ﾙｰﾀｰ×WiFi ﾌﾟﾘﾝﾀ

ｰ×Zoom 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ﾊﾞｲﾀﾙﾁｪｯｸ】 

･介護ｿﾌﾄ「BlueOceanNoteⅡ」×非接触

型ﾃﾞｼﾞﾀﾙ体温計、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ血圧計 
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(ⅳ)抱えない介護(ﾛﾎﾞｯﾄ･機器･器

具の利活用、ﾄﾗﾝｽﾌｧｰ(移乗介

助)技術等)の推進 

･装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ「J-PAS」1 台導入 

移乗支援機器「ｽｶｲﾘﾌﾄ」1台導入 

ﾘﾌﾄ浴 2台追加導入 

･J-PAS   ･ｽｶｲﾘﾌﾄ    ･ﾘﾌﾄ浴    

 

 

 

 

 

 

 

【既存機器の活用継続】 

･非装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ「SASUKE」1

台、「i-PAL」1台 

･SASUKE   ･i-PAL   

 

 

 

 

 

 

 

･装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ「ﾏｯｽﾙｽｰﾂ」1 台、

「HAL」1台、床走行式ﾘﾌﾄ 3台 

･ﾏｯｽﾙｽｰﾂ  ･HAL    ･床走行式ﾘﾌﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

･ﾘﾌﾄ浴 4 台、機械式個浴 6 台、機械式車

いす浴 2台、機械式寝台浴 1台 

･個浴(機械式) ･車いす浴(機械式) ･寝台浴(機械式) 

 

 

 

 

 

 

 

･器具 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ、ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｼｰﾄ、介助

ﾊﾞｰ、ﾓｼﾞｭｰﾙ型車いす、介護支援ﾍﾞｯﾄﾞ

など 

臨時 

随時 

(ⅰ)ICT(情報通信技術)、介護ﾛﾎﾞ

ｯﾄ、ｲﾝｶﾑ、機器･器具、AI(人

工知能)等の利活用及び効果

検証の推進【再掲】 

(2)-①随時臨時(ⅰ)参照 
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➃人材確保 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)採用活動の推進(就職ｶﾞｲﾀﾞﾝ

ｽ、ﾌｪｱ、実習生、見学･体験

等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･ 「 ﾊ ﾛ ｰ ﾜ ｰ ｸ 鈴鹿  介護就職 ﾃ ﾞ ｲ in 

Suzuka」(11月 5日) 

 

･「みえ介護ﾌｪｱ 2021」(11 月 21 日、22

日(於:ｲｵﾝﾓｰﾙ津南)、11 月 7 日～30 日

(Web会場)) 

 

 

･「みえ働きやすい介護職場取組宣言」ﾒ

ｯｾｰｼﾞ動画配信(三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ

/YouTube(法人ﾒｯｾｰｼﾞ｜みえ働きやすい

介護職場取組宣言(miewel-1.com)))(12

月 21日) 

 

 

･【継続】「見守り支援機器活用動画」配

信 ( 三 重 県 老 人 福 祉 施 設 協 会

/YouTube(【介護現場の ICT・ﾛﾎﾞｯﾄ】見

守り支援機器活用事例＠鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ-

YouTube】)) 

 

(ⅱ)障がい者、高年齢者、外国人

介護人材雇用等の推進(業務

分担の推進) 

･(2)-➁(ⅱ)参照 

(ⅲ)ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、実習生、職場体験

等の受け入れ 

･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ：0名 

･実習生：介護支援専門員実務研修:1 名 

･職場体験：0名 

･見学者:27名 

(ⅳ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による取組活動の

見える化 

･(1)-(ⅳ)参照 

 

(3)地域における公益的等事業 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)低所得者等に対する支援(生

活保護、社会福祉法人等によ

る利用者負担軽減制度、みえ

福祉の「わ」創造事業等) 

･【継続】社会福祉法人等による利用者

負担軽減 

･【継続】みえ福祉の「わ」創造事業参

画 

(ⅱ)障がい者雇用、高年齢者雇用

等の推進(業務分担の推進)

【再掲】 

･(2)-②(ⅱ)参照 

(ⅲ)予防、健康づくり、介護相談 ･地域における介護予防教室:3 回(6 月

22日、7月 26日、12月 9日)開催 

(ⅳ)認知症高齢者に対する支援 ･認知症 BPSD ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ受講 

(ⅴ)地域見守り、啓発活動の継続 ･行方不明高齢者等のための安心ﾈｯﾄﾜｰｸ

賛同(鈴鹿市社会福祉協議会) 

･児童見守り活動「すずか安全安心ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ」(鈴鹿市教育委員会)賛同 

･電話詐欺防止啓発(防犯(生活安全)協

https://www.miewel-1.com/sengen/movies/
https://www.miewel-1.com/sengen/movies/
https://www.youtube.com/watch?v=ooQa5dxCUis&t=94s
https://www.youtube.com/watch?v=ooQa5dxCUis&t=94s
https://www.youtube.com/watch?v=ooQa5dxCUis&t=94s
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会、郵便局) 

(ⅵ)地域活動への協力 ･(3)-(ⅲ)参照 

(ⅶ)外部機関(医療･介護、地域、

産官学等 )との連携促進 (実

証、調査協力を含む)【再掲】 

･(2)-➀臨時随時(ⅰ)参照 

(ⅷ)共生型社会に向けた取り組み ･障がい者(児)日中一時支援事業:延べ 40 名 

･共生型生活介護指定(7月 1日) 

･共生型短期入所指定(7月 1日) 

(ⅸ)SDGs(持続可能な開発目標 

(Sustainable Development 

Goals))に向けた取組 

･資料共有(総務係、2月 1日) 

(ⅹ)その他地域における公益的活動 ･車いす等無料貸出事業:15件 

※ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ:8 件、ｼｬﾜｰﾁｪｱ 2 件を含む 

･令和 4 年度「県民の日」「鈴鹿市政 80

周年記念行事ｷｯｸｵｯﾌｲﾍﾞﾝﾄ」にかかるﾌﾗ

ﾜｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ準備協力(花苗の植替え･3

月 15日) 

(ⅺ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による実施状況の

見える化 

･(1)-(ⅳ)参照 

 

(4)先進的取組 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)LIFE 及びその関連項目への

取り組み【再掲】 

･(2)-➀(ⅱ)参照 

(ⅱ)ICT(情報通信技術)、介護ﾛﾎﾞ

ｯﾄ、ｲﾝｶﾑ、その他機器、AI

等の利活用及び効果検証の推

進【再掲】 

･(2)-➂(ⅲ)参照 

【ｲﾝｶﾑ活用(増設:計 69台)】 

･同時、一斉の情報伝達や情報共有、協

力依頼ﾀｲﾑﾗｸﾞなし 

･その他の日常業務:ひと探しやﾓﾉ探しの

効率化 

･ｽﾀｯﾌの身体的及び精神的負担軽減 

･緊急時:事故発生時、災害時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅲ)IoT 化に向けた取り組み【再

掲】 

･(2)-③(ⅲ)参照 

(ⅳ)ICT、IoT の介護(予防)への活

用、応用協力【再掲】 

･(2)-➂(ⅲ)参照 

(ⅴ)抱えない介護(ﾛﾎﾞｯﾄ、機器、器

具等)の推進【再掲】 

･(2)-➂(ⅳ)参照 

(ⅵ)啓発活動 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾆｭｰｽﾚﾀｰ 

・見学、体験の受け入れ 

 

･(1)-(ⅳ)参照 

･(2)-➃(ⅰ)参照 
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・取材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2021.11.18 中日新聞) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（鈴鹿市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2021.12.21 福祉新聞) 

【伊勢新聞社】 

･『鈴鹿 介護職員ら先進事例学ぶ 老人福祉

施設研究大会 三重』(9 月 15 日掲載) 

･『最先端の介護現場へ』(10 月 18 日掲載) 

･『ｼｮｰﾄｽﾃｲ開所-積極的に介護ﾛﾎﾞ活用-

』(12月 1日掲載) 

【鈴鹿市都市整備部 建築指導課】 

･『ﾍﾞﾙﾃﾞｨのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ建物探検』(3

月 17日鈴鹿市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載) 

【高齢者住宅新聞社】 

･『LIFE活用による介護 DX推進-第 2回ｼ

ｽﾃﾑ導入における苦労と喜び-』(6 月 2

日掲載) 

･『LIFE活用による介護 DX推進-第 9回ｺ

ﾗﾑ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの活用事例-』(1 月掲載) 

･『LIFE ﾃﾞｰﾀを深掘』(2月 2日掲載) 

【株式会社ｼﾞｪｲﾃｸﾄ】 

･『J-PAS 導入･体験者ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ』（3 月 9 日ﾎ

ｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載） 

【ｼﾙﾊﾞｰ産業新聞社】 

･『LIFE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 暫定版から施設の状

況を読み解く』（11 月 15 日 Web 掲載） 

【中日新聞社】 

･『「愛してる」鈴鹿の特養、ｺﾛﾅ禍で窓

越しの面会』（9月 20日掲載） 

･『介護ﾛﾎﾞｯﾄで負担を軽く』（11月 18日

掲載） 

【日刊木材新聞】 

･『非住宅木造の木材調達担う』(9 月 9

日掲載) 

【日本経済新聞社】 

･『日経ﾋﾞｼﾞﾈｽ 底流 介護ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは助

走中 遠いｹｱ最適化』(12 月 7 日掲載) 

【福祉新聞社】 

･『「ﾛﾎﾞｯﾄのない介護」に戻れない』(12

月 21日号掲載) 

【読売新聞社】 

･『木材高騰 業者ら連携 鈴鹿の福祉施

設』(10月 9日 Web掲載) 

臨時 

随時 

(ⅰ)ﾆｰｽﾞ側(介護現場)からｼｰｽﾞ側(開

発、研究部門)への情報発信、意

見交換、実証、調査【再掲】 

(2)-①臨時随時(ⅰ)参照 

 

(5)情報公開 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)情報発信(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ﾆｭｰｽﾚﾀｰ

など) 

･(1)-(ⅳ)参照 

(ⅱ)見学、体験等の受け入れの推

進【再掲】 

･(2)-➃(ⅰ)参照 

(ⅲ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの改善 

目標:前年度を超えるﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ 

 

･(1)-(ⅳ)参照 
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(6)太陽光発電売電事業【収益事業】 

 計画 実績（又は成果） 

通年 (ⅰ)適切な維持管理 ･不具合箇所等なし 

(ⅱ)外部会計監査機関のﾁｪｯｸ ･12回 

(ⅲ)月次管理 ･12回 

(ⅳ)理事会、評議員会における定

期報告 

･2回 

(ⅴ)関係機関への報告等 ･提供報告済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会福祉法人鈴鹿福祉会 

15 

 

Ⅷ．特別養護老人ﾎｰﾑ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ（ﾕﾆｯﾄ型･8 ﾕﾆｯﾄ(80床)） 

Ⅷ(1)特養係 

１.目 標：“ｸﾞﾘｰﾝの呼吸 壱の型 こんな時代だから…突き抜けるまでやってみようの一閃” 

２.取組及び重点項目： 

(1)介護、生活相談員 

※ﾕﾆｯﾄ運営計画書：当会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ及び各ﾕﾆｯﾄ玄関において公表 

取組概要 実績（又は成果） 

➀LIFEへの取り組み推進 

 

 

 

(ⅰ)機能訓練、栄養ｹｱ、認知症ｹｱが連

携したｹｱ 

･連携会議(4月 5日) 

･ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾃﾞｰﾀ(暫定版)の活用((7 月 8

日･11 月 9 日･3 月 1 日)業務改善会議) 

･科学的介護推進体制加算 

･個別機能訓練加算 

･栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制 

･ADL維持等加算(R3.4～9) 

(ⅱ)口腔ｹｱ、口腔機能維持、口腔衛生

管理加算(月 2回) 

･口腔衛生管理加算 

(ⅲ)排せつｹｱ(排せつ支援加算) ･排せつ支援加算 

(ⅳ)褥瘡ｹｱ(褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算) ･褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算 

(ⅴ)看取りｹｱ及びその体制の充実 ･自立支援促進加算 

･看取り介護加算、看護体制加算、配置医

師緊急時対応加算 

･日常生活継続支援加算 

･夜勤体制加算 

･安全管理体制加算 

重点項目 実績（又は成果） 

➀ICTと介護ﾛﾎﾞｯﾄ、機器の活用、連動 

(ⅰ)DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)化(※)、

IoT化 

(※)ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(IT)を利用して事業

の業績や対象範囲を根底か

ら変化させること

(Wikipedia より) 

 

･BlueOceanNoteⅡ、眠り SCAN、Neos＋

Care、Dfree、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ体温計(自動記

録)、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ血圧計(自動記録)等活用、

介護ｿﾌﾄや pdf 化、E ﾒｰﾙを活用したﾍﾟｰﾊﾟ 

ｰﾚｽ化、ｵﾝﾗｲﾝ音楽会等 

➁人材育成 

(ⅰ)人事考課(6月、12月) 

 

･6月、12月実施 

(ⅱ)各職員自己目標の設定(11 月)、個別

育成計画 

･人事考課等に反映 

(ⅲ)育成活動、研修受講(ｵﾝﾗｲﾝの活

用)、学びの機会、多職種や他業種

との意見交換の機会 

･研修はすべてｵﾝﾗｲﾝ受講 

･「Ⅺ」参照 

(ⅳ)外国人介護人材の雇用に関する取

り組み 

･法人「（2）-②（ⅰ）」参照 

(ⅴ)高年齢者の雇用(業務分担の推進等) 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等からの支援 

･高年齢者雇用：2名業務分担行った(さら

なる細分化を検討中) 

継続項目 実績（又は成果） 

➀人材育成と定着 

(ⅰ)職場の環境整備、働き方改革 

 

･土壌整備、ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの徹底 

･働きやすい環境整備を行った 

･ICT、介護ﾛﾎﾞｯﾄ、機器活用 
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(ⅱ)ICT、介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ｲﾝｶﾑ、機器･器

具、AI等の利活用及び効果検証

の推進 

･法人「（2）-➂（ⅲ）」参照 

(ⅲ)抱えない介護(ﾛﾎﾞｯﾄ、機器、器具

等)の推進 

･法人「（2）-③（ⅳ）」参照 

➁その他 

(ⅰ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による取り組み活動の

見える化 

 

･利用者家族や他施設等、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ評価高 

く、問い合わせも多かった 

(ⅱ)経営理念等に基づいた運営、介護

福祉ｻｰﾋﾞｽの提供 

･理念等の理解率：職員ｱﾝｹｰﾄ結果 97.1％ 

(ⅲ)ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ(組織における統治)の徹

底、法令遵守 

･自己点検実施(3月) 

(ⅳ)業務改善会議、ﾕﾆｯﾄ会議の開催 ･業務改善会議：12回開催 

･ﾕﾆｯﾄ会議：39回開催 

(ⅴ)非常災害対策(感染症、天災、火災等) ･法人「（1）-(ⅳ)」参照 

(ⅵ)地域における公益的事業の実施 ･法人「（2）-④(3)」参照 

(2)介護支援専門員 

取組概要 実績（又は成果） 

➀LIFE、各種加算の取り組みにより根

拠のある介護ｻｰﾋﾞｽの提供と利用者の

生活の質の向上 

･法人「(4)-(ⅱ)」参照 

➁ICTと IoTをﾌﾙ活用し、介護、看

護、栄養等のｻｰﾋﾞｽと連動したｹｱﾏﾈｼﾞ

ﾒﾝﾄの取り組み 

･法人「(4)-(ⅱ)」参照 

重点項目 実績（又は成果） 

➀ICTを活用した「ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙ」(計

画作成業務)の実践 

(ⅰ)介護ｿﾌﾄ、E ﾒｰﾙ、ｵﾝﾗｲﾝ会議等のﾌ

ﾙ活用、業務の効率化 

 

 

 

 

(ⅱ)記録、報告書等のﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化 

 

 

･介護ｿﾌﾄ、E ﾒｰﾙの活用により、ｽﾀｯﾌ間の

情報伝達の速さ、伝わる精度が向上し、 

大幅な時間の短縮になった 

・会議等はｵﾝﾗｲﾝの活用により、場所を選 

ばず参加が可能となり、会議への参加 

率、業務効率が向上した 

･ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化により、時間、場所、端末を 

選ばず情報を発信、取得することがで 

き、業務の効率化に繋がった 

➁LIFE各項目の入力、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ後の

検証 

(ⅰ)LIFE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ後に各介護ｻｰﾋﾞｽ

の検証 

 

 

･法人「(4)-(ⅱ)」参照 

(ⅱ)検証結果を基にしたｹｱﾌﾟﾗﾝの作成

と根拠のある介護ｻｰﾋﾞｽの提供 

･法人「(4)-(ⅱ)」参照 
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➂LIFEとﾘﾝｸ(関連)した各種計画書の

PDCA ｻｲｸﾙの管理 

(ⅰ)LIFE の情報を基にｹｱﾌﾟﾗﾝや各種

計画書を P(計画)、D(実行)、

C(評価)、A(改善)のｻｲｸﾙで改善 

＊改善に必要な目標、計画を意識

して業務に取り組む 

･R2.10:CHASE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ票 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓R3.4:LIFE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ(暫定版) 

※口腔状態が改善(全国平均を上回る) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続項目 実績（又は成果） 

➀各ﾕﾆｯﾄ会議、ｹｰｽ会議の実施(月１回

以上) 

(ⅰ)ｵﾝﾗｲﾝ会議を活用 

･ｵﾝﾗｲﾝ参加が可能になり、勤務調整がし

やすくなった 

･会議への参加率が向上し、ｵﾝﾗｲﾝ会議に

も慣れることができた 

(ⅱ)E ﾒｰﾙ等でｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな情報発信 ･書類等の回覧による情報伝達は極力減ら

し、E ﾒｰﾙ、ｲﾝｶﾑ等による一括発信によ

り、情報伝達の速さが各段に向上した 

(ⅲ)各ｽﾀｯﾌへの情報伝達の漏れを無くす ･上記（ⅱ）と同様、情報伝達の精度も各 

段に向上した 

･常に重要な情報を取り扱っているという 

受け手側の意識改善が必要 

➁多職種(医務係、栄養士、機能訓練指

導員、特養係内のｽﾀｯﾌ)との連携 

(ⅰ)加算項目への取り組みにより質の

高い介護ｻｰﾋﾞｽを提供 

 

 

･各加算の計画書作成や利用者の状態を多

職種で情報共有することにより、介護ｻｰ

ﾋﾞｽの質向上を意識し、提供できた 

(ⅱ)取り組めていない加算項目の算定

要件を満たすよう共に取り組む 

･加算の算定基準、計画書作成に必要な視

点、知識など、今後もｽﾀｯﾌのｽｷﾙ向上が

必要 

➂ｹｱﾌﾟﾗﾝ、各種計画書に基づいた介護ｻ

ｰﾋﾞｽの提供と評価 

(ⅰ)ｹｱﾌﾟﾗﾝと各種計画書(例：排せつ

支援加算計画書)の連動 

 

 

･入居者、利用者の状態変化時に修正 

それ以外については毎月及び 3 か月に 1

回の頻度で評価、修正等を行った 

(ⅱ)各種計画書に沿って根拠のある介

護ｻｰﾋﾞｽの提供と評価 

･ｻｰﾋﾞｽ担当者会議での評価、修正を行

い、利用者のﾆｰｽﾞ把握、再現性のある介

護ｻｰﾋﾞｽの提供を行った 
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➃人材確保、育成、定着、評価の取り組み 

(ⅰ)職場内での新しい取り組み、ﾕｰﾓｱ

のあるｲﾍﾞﾝﾄ等を積極的にﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞに発信 

 

･ｽﾀｯﾌが考えた取り組みをｽﾀｯﾌのﾀｲﾐﾝｸﾞで

発信することにより、働きやすい自由な

雰囲気をつくることができた。 

･人材確保、定着等に効果があったと考え

る 

(ⅱ)各個人の目標等に沿った研修会等

の受講 

＊ｵﾝﾗｲﾝ研修活用 

 

･「Ⅺ」参照 

(ⅲ)役職者による定期的な面談 

＊人事考課ｼｰﾄの評価基準を活用し

た定期的な面談の実施 

 

･6月、12月 

 ★ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄ(8 ﾕﾆｯﾄ) 

評価 令和 3年 3月 31日  

→ 

→ 

→ 

令和 4年 3月 31日 

○ 358 374 

△ 52 35 

× 16 15 

 

Ⅷ(2)医務係 

１.目 標：“入居者(利用者)様の尊厳を保ち、入居者(利用者)様や家族様の期待に応えら

れるよう支援します” 

２.取組及び重点項目： 

取組概要 実績（又は成果） 

利用者様の心身の安定と健康増進 ･随時対応継続 

重点項目 実績（又は成果） 

①看取りｹｱの充実 

(ⅰ)嘱託医との連携強化 

 

･45回 

(ⅱ)ご本人を主体とした看取りｹｱ、意

思決定の尊厳を保ったｹｱ 

･28回 

(ⅲ)ACP(ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)、看取

りについての研修受講･勉強会の

実施(年１回以上) 

･1回 

(ⅳ)入居者(利用者)様、家族様と多職

種との ACP についての話し合い 

･45回 

(ⅴ)看取りｹｱの質の向上、看取り介護

加算に向けた取組 

･25回 

(ⅵ)喀痰吸引にかかる研修、普通救急

救命講習会の受講 

･2回(長期喀痰吸引研修 1回) 

(ⅶ)ｸﾞﾘｰﾌｹｱ、偲びのｶﾝﾌｧﾚﾝｽの実施 ･32回 

(ⅷ)看護体制の充実、多職種との連携強

化 

･業務の効率化、ｹｱ分担化、ﾊﾞｲﾀﾙﾘﾝｸ･各

種通信ﾂｰﾙを活用 

➁感染症予防の徹底 

(ⅰ)嘱託医との連携強化 

 

･52回(定期診察)、急変時等 

(ⅱ)新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ等まん延予防、多職

種との情報交換･連携強化 

･30 回(毎月１回、感染予防委員会会議施

行、定期検査や新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ陽性時等随

時連携 

(ⅲ)感染予防対策の徹底及び啓発(手

洗い･うがい･消毒･換気･防護衣着

用･体調管理等) 

･随時対応継続 

・入居者、利用者の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ、ｲﾝﾌﾙｴﾝ

ｻﾞ、ﾉﾛｳｲﾙｽ感染者：なし 
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(ⅳ)感染予防に関する勉強会の実施

(年複数回)、感染予防対策研修(ｵ

ﾝﾗｲﾝ等を活用)への積極的受講 

･2回(定期会議、web研修受講) 

･鈴鹿市医師会、鈴鹿市在宅医療･介護連

携支援支援ｾﾝﾀｰすずらん開催の新型ｺﾛﾅｳ

ｲﾙｽについての勉強会、ﾜｸﾁﾝ接種勉強会

参加 

(ⅴ)感染まん延発生を想定した対策、

訓練ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの実施 

･4回 

(ⅵ)新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染発生時の対応に

かかる検証、評価、改善策提示、

今後の再発予防への反映 

･発生時の検証、改善実施 

･周辺地域の感染状況を把握し、それに合

わせた感染防止対応実施、面会の制限、

緩和を柔軟に対応) 

(ⅶ)ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種(新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸ

ﾁﾝ接種) 

･計 8回(各 3回) 

･新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ社会的検査(PCR検査) 

(5 月 15 日～7 月 31 日、2 月 12 日～3 月

21日) 

(ⅷ)非接触型の体温計･血圧計を使用

した感染予防対策と業務の効率化 

･随時対応継続、非接触型の機器増設 

➂褥瘡ｹｱの向上 

(ⅰ)嘱託医との連携強化推進 

 

･52回 

(ⅱ)多職種協働による予防、発生割合

の減少と発生ﾘｽｸの評価 

･14件褥瘡発生(主にﾀｰﾐﾅﾙ期の方) 

･今後の改善が必要 

(ⅲ)褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ加算算定の継続 ･算定継続 

(ⅳ)継続的管理による早期治癒 ･7件 

(ⅴ)勉強会の実施(年 1回以上) ･2回 

➃LIFEへの取り組み 

(ⅰ)看取りｹｱ･褥瘡ｹｱ･機能訓練･口腔ｹ

ｱ･認知症ｹｱにかかる情報共有、入

居者(利用者)様の状態把握、ｹｱの

分析と評価 

 

･随時対応継続・算定継続 

➄機能訓練の専門性向上 

(ⅰ)個別機能訓練加算算定による質の向上 

 

･算定継続 

(ⅱ)理学療法士による機能訓練の実施 ･実施 

(ⅲ)多職種連携による個別訓練ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑの立案 

･168回 

(ⅳ)ｼｮｰﾄｽﾃｲ：利用中の生活動作に加

えて、自宅での生活動作を想定し

た機能訓練の実施 

･49回 

(ⅴ)Barthel Index(機能的評価)を用

いた評価、多職種との情報共有 

･評価：4回(4月 1日～6 月 30日) 

･定期(3か月毎)及び状態変化時 

･ｻｰﾋﾞｽ担当者会議:12回 

継続項目 実績（又は成果） 

➀多職種での連携強化 

(ⅰ)ICT･情報ﾂｰﾙの使用、情報共有･連 

携の効率化 

 

･ｲﾝｶﾑ、E ﾒｰﾙ、FAX、Web活用 

➁医療ﾆｰｽﾞの高い利用者様への支援 

(ⅰ)経管栄養･排尿ｶﾃｰﾃﾙ･人工肛門等 

(ⅱ)ｲﾝｽﾘﾝ注射･吸痰ｹｱ等 

 

･延べ 22名(特養入居者、ｼｮｰﾄｽﾃｲ利用者) 

･延べ 43名(特養入居者、ｼｮｰﾄｽﾃｲ利用者) 

➂認知症高齢者への支援･ｹｱの向上 

(ⅰ)苦痛緩和や意思決定の尊厳を保持し

たｹｱの推進 

 

･多職種による認知症状把握等により、個

人に寄り添ったｹｱを実施することができ

た 
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(ⅱ)認知症ｹｱに関する研修･勉強会の

実施(年 1回以上) 

･2回 

➃口腔ｹｱ･水分･食事ｹｱ 

(ⅰ)歯科医との連携強化 

 

･16回(連携、歯科受診) 

(ⅱ)歯科医による検診 ･2回 

(ⅲ)歯科衛生士との連携(毎月) ･24回 

(ⅳ)多職種連携、個々人の咀嚼･嚥下

機能の把握･評価 

･機能訓練指導員による、水飲み、嚥下機

能把握により、水分のﾄﾛﾐ、食事形態等

調節 

(ⅴ)誤嚥性肺炎等、呼吸器感染の予防 ･LIFE「誤嚥性肺炎」：なし 95％ 

(ⅵ)脱水による認知機能･運動機能の低

下予防、個人ごとの効果的な水分

摂取補法の検討、実施 

･水分ｾﾞﾘｰ、ﾄﾛﾐ調節、お茶寒天等の使用 

･定期採血による状態把握 

➄排せつ支援加算の取り組み継続とさら

なる質向上 

･ｹｱﾜｰｶｰと連携し、随時排せつ支援の見直

し、改善、排せつ支援機器の使用 

➅各種研修･勉強会の積極的受講 

(ⅰ)【再掲】3.(2)-(ⅳ)、3.(3)-(ⅴ)、

4.(3)-(ⅱ) 

･褥瘡ｹｱ・感染予防・ACP(人生会議、ｱﾄﾞ

ﾊﾞﾝｽｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)看取り・喀痰吸引・新

型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症予防・ﾊﾞｲﾀﾙﾘﾝｸによる

情報連携等 

･各種研修の受講 

･定期会議での勉強会実施 

 

 Ⅷ(3)栄養･食事部門 

１.目 標：“LIFE(栄養)ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを活用し、皆様の健康を支えます” 

２.取組及び重点項目： 

取組･重点項目 実績（又は成果） 

➀栄養ｹｱ 〜多職種連携と LIFE〜 

(ⅰ)課題分析(ｱｾｽﾒﾝﾄ) 

･ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞにより個々のﾘｽｸや課題を把握 

LIFE に沿った記録様式により変化を見え

る化することができた 

(ⅱ)「日本人の食事摂取基準(2020 年

版)」を踏まえた個別栄養摂取目

標の設定 

･ﾀﾝﾊﾟｸ質ｴﾈﾙｷﾞｰ比 15%以上を目指し、給食

委託先との献立検討、個々の身体状況、

喫食率等を考慮して目標値を設定 

(ⅲ)低栄養ﾘｽｸのふるい分け(ｽｸﾘｰﾆﾝ

ｸﾞ:ふるいにかけて条件に合うも

のを選び出すこと) 

･LIFE の低栄養状態のﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ評価基準を

用いて評価 

 

(ⅳ)多職種による会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ ･36回 

(ⅴ)栄養摂取等に関する計画作成(ﾌﾟﾗ 

ﾝﾆﾝｸﾞ)を強化 

･4回 

(ⅵ)食事･摂取状況の観察(ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ)

と個別調査(嗜好及び食習慣等調査) 

･64回 

(ⅶ)ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ(計画の効果測定) ･12回 

(ⅷ)維持･改善状況の評価 ･12回 

(ⅸ)嘱託医との連携 ･臨床検査値ﾃﾞｰﾀ、食事箋 

(ⅹ)嘱託歯科医、嘱託歯科衛生士との連携 ･月 2回の歯科衛生士の指導に同行 

(ⅺ)介護記録ｿﾌﾄ“BlueOceanSystem”

へのﾃﾞｰﾀ入力(LIFE関連) 

･毎月のﾃﾞｰﾀ入力実施 

➁楽しみとしての食事 

(ⅰ)季節感のある食事提供 

･委託会社との毎月の献立ﾁｪｯｸ、手作りお

やつの提供 



社会福祉法人鈴鹿福祉会 

21 

 

(ⅱ)「作る」たのしみを感じられる食

事提供(ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、認知症ｹｱ) 

【参考】ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症:馴染み

のある料理作り等、血管

性認知症:やりがい、生

活のﾒﾘﾊﾘ等 

･特別養護老人ﾎｰﾑ：0回(他ﾕﾆｯﾄ内で企画) 

 ｼｮｰﾄｽﾃｲ：0回(他ﾕﾆｯﾄ内で企画) 

 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ：12回 

 ｼｮｰﾄｽﾃｲ翠風：0回(他ﾕﾆｯﾄ内で企画) 

(ⅲ)行事食の提供 ･3回 

➂衛生管理の徹底 

(ⅰ)大量調理施設衛生管理ﾏﾆｭｱﾙに沿 

った調理業務 

 

･委託会社との連携、1 カ月毎の帳票ﾁｪｯ

ｸ、調理機器等の定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理

交換 

(ⅱ)TT(時間･温度)管理 ･委託会社の食品衛生本部指導の下に実施 

(ⅲ)調理ｽﾀｯﾌの体調管理 ･個人衛生点検表、検便結果表等ﾁｪｯｸ 
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Ⅸ(1).ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ(併設型･ﾕﾆｯﾄ型･1 ﾕﾆｯﾄ(10床)） 

１.目 標：“ﾄﾗｲ＆ｴﾗｰ(間口は広く奥も深い)” 

２.取組及び重点項目： 

取組概要 実績（又は成果） 

➀地域の短期入所ﾆｰｽﾞへの対応～ｼｮｰﾄｽﾃｲ事

業の更なる質の向上と見える化の推進～ 

･他介護事業所が介入困難なｹｰｽの受け入

れを行った 

②自宅での生活時間(期間)を少しでも

長く保てるような取り組み(元気にな

って自宅に戻る) 

･退院直後ｹｰｽの受け入れ：13件 

 うち利用後自宅へ帰宅したｹｰｽ:11件 

③生産性の向上 ･BlueOceanNoteⅡ(介護記録ｿﾌﾄ)、眠り

SCAN(見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ)、Neos＋Care(見

守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ)、Dfree(排せつ予測ﾛﾎﾞｯ

ﾄ)、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ体温計(自動記録)、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ血

圧計(自動記録)等活用 

④認知症ｹｱにもつながる環境の整備(ﾕﾆ

ｯﾄｹｱの推進) 

･「★ﾕﾆｯﾄｹｱﾘｽﾄ」参照 

･認知症 BPSD ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ受講 

⑤ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄ･IoT 化の促進→他の

法人の模範となるべき活動 

･➂参照 

⑥LIFE(旧 CHASE)への対応(各種加算項

目の算定) 

･特別養護老人ﾎｰﾑにおいて対応(4 月 1 日～) 

⑦稼働率の向上 ･営業を継続実施 

⑧共生型ｻｰﾋﾞｽに向けた取り組み ･三重県指定(7月 1日) 

⑨事業所名の変更(ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ) ･名称変更(12月 1日) 

重点項目 実績（又は成果） 

➀内部の土壌改良 ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの徹底 

②LIFEの入力 

(ⅰ)既存ﾂｰﾙのﾌﾙ活用と新たなﾂｰﾙの活用 

･「取組概要➅」参照 

③認知症ｹｱ(環境の整備とｿﾌﾄ面におけ

る知識技術の向上) 

(ⅰ)環境の面の整備：ﾕﾆｯﾄｹｱを推進、利用

する個々人様が落ち着ける環境の提供 

･「取組概要➃」参照 

(ⅱ)ｱｾｽﾒﾝﾄの充実 ･24時間ｼｰﾄの充実を常に模索 

④高年齢者ｽﾀｯﾌの活躍による介護業務

の切り分けの推進 

(ⅰ)ｹｱﾜｰｶｰの職務内容をさらに細分化 

･ｼｰﾂ交換、ｺﾞﾐ捨て、物品補充、ﾕﾆｯﾄ内外

の掃除を主たる業務として実施し、現在

は、ﾕﾆｯﾄ内の見守り、簡単な食事介助を

追加、さらに業務範囲を拡大中 

⑤虐待防止･身体拘束の適正化の継続 ･外部研修：1回 

･内部研修：2回 

⑥ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄ･IoT 化の促進(業務負

担のさらなる軽減) 

(ⅰ)見守り支援ﾛﾎﾞｯﾄ Neos＋Care との

自動記録のさらなる活用 

(ⅱ)体温計、血圧計の Bluetooth 連携

による自動記録のさらなる活用 

･「取組概要➂」参照 

⑦紙記録の次なる削減、file 自体のﾃﾞｼﾞﾀﾙ

化(DX：ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ化の促進) 

(ⅰ)内部、外部ともに介護看護記録ｼｽ

ﾃﾑのﾌﾙ活用→LIFE へ 

･ｹｰｽﾌｧｲﾙのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化を進め、不具合の修

正を行っている最中 

･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用し、業務効率化を図るとと

もに LIFE ﾃﾞｰﾀを作成(特別養護老人ﾎｰﾑ) 

(ⅱ)受信 FAX(紙)のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

(Docuworks 等) 

･ｼｽﾃﾑ活用実践を通じた LIFE 研修会への

登壇あり 
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(ⅲ)ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰとの連携はできる限り

E-mailでやり取り 

･関係機関との連携強化を行った 

･Zoom による急性期医療機関との退院時ｶﾝ

ﾌｧﾚﾝｽを実施(2月 7日) 

継続項目 実績（又は成果） 

➀風通しの良い職場環境の維持、継続 ･Sowel ｸﾗﾌﾞ活動：1回 

➁組織を意識した組織人としての行動 ･人事考課実施(6月、12月) 

➂業務改善会議の開催(毎月) ･12回開催 

④ﾕﾆｯﾄ会議の開催(毎月 2 回→第 1、第 3

金曜日) 

･27回開催 

⑤介護保険制度、介護報酬体系に沿っ

たｻｰﾋﾞｽの提供 

･自己点検(3月 31日) 

⑥介護記録ｿﾌﾄ“BlueOceanSystem”等

への継続的な開発提案 

(ⅰ)他のｼｽﾃﾑ、ﾂｰﾙとの連携提案 

(ⅱ)より良いｼｽﾃﾑを目指しての改善提案 

(ⅲ)ｽｹｼﾞｭｰﾙ帳のｶｽﾀﾏｲｽﾞ 

 

･ﾍﾞﾝﾀﾞと継続的に他機器との連携につい

て提案、協議実施 

･ﾍﾞﾝﾀﾞ等との意見交換：7回 

･Googleカレンダーの活用 

⑦他団体、地域、事業所間、他(多)職種

との連携 

(ⅰ)障がい者、高齢者、外国人介護人

材雇用等の推進(業務分担の推進) 

 

･障がい者雇用：1名 

 高年齢者雇用：2名 

 外国人介護人材雇用：1 名(特別養護老人ﾎｰﾑ) 

(ⅱ)ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、実習生、職場体験、見学等

の受け入れ(ｵﾝﾗｲﾝによるものを含む) 

･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ：0名、実習生：0名 

職場体験：0名、見学者：17名 

(ⅲ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による取組活動の見える化 ･ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより掲載数：172本 

(ⅳ)認知症高齢者に対する支援 ･BPSD ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施、職員間で統一したｹ

ｱを実施することができた 

(ⅴ)地域見守り、啓発活動(安心安全ﾈ

ｯﾄﾜｰｸ、鈴鹿市行方不明高齢者等

のためのあんしんﾈｯﾄﾜｰｸ活動等） 

･送迎時実施 

⑧ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ(仕事と家庭の両立)等 

(ⅰ)ﾉｰ残業ﾃﾞｰの設定 

･ﾉｰ残業ﾃﾞｰの設定を行ったが、利用者が固定

ではない事業形態のため対応が難しかった 

(ⅱ)事業所内の安全確認 ･消防用設備、労働災害箇所等自主点検 

⑨安全対策及び啓発(事故･感染症･災害等) ･ﾋﾔﾘﾊｯﾄ報告：87件 

･感染症対策訓練：4回 

･感染症対策研修：2回 

･消防訓練：2回、防災教育：2回 

⑩ｻｰﾋﾞｽ等の質の評価 ･自己評価ﾁｪｯｸ(3月 31日) 

⑪外部記録の推進と概ね 365 日の円滑

な相談→利用への対応 

(ⅰ)ﾁｬﾝｽを逃さない 

･WiFi、通信環境があれば、いつでも相談

に応じられる体制を構築 

(ⅱ)法人内以外でも仕事ができる環境

の構築→進化→真価 

･会議等対応 

★ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄ(1 ﾕﾆｯﾄ) 
評価 令和 3年 3月 31日  

→ 
→ 
→ 

令和 4年 3月 31日 
○ 50 51 
△ 3 2 
× 0 0 
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Ⅸ(2). ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ翠風(単独型･ﾕﾆｯﾄ型･2 ﾕﾆｯﾄ(20床)） 

１.目 標：Ⅸ(1)ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ(併設型)と同じ 

２.取組及び重点項目：Ⅸ(1)ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ(併設型)と同じ 

 ★ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄ(2 ﾕﾆｯﾄ) 
評価 令和 4年 12月 31日  

→ 
→ 
→ 

令和 4年 3月 31日 
○ 80 80 
△ 22 22 
× 4 4 
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Ⅹ．在介係 

１.目 標 “ｴｯｾﾝｼｬﾙﾜｰｶｰとして、相談･予防から看取りまで「地域」の在宅介護を支える” 

２.取組及び重点項目： 

取組項目 実績（又は成果） 

➀ﾊﾞｯｸｵﾌｨｽ業務のｽﾏｰﾄ化(質の維持･向上、

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ、ﾌﾛﾝﾄｵﾌｨｽ業務時間増加) 

･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、居宅介護支援事業所、在

宅会議支援ｾﾝﾀｰ事業をご参照ください 

➁介護予防と活動、社会参加への取り組み 

➂ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、制度のﾌﾙ活用 

➃ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな対応 

※ﾊﾞｯｸｵﾌｨｽ業務…記録や会議等の間接

的業務 

ﾌﾛﾝﾄｵﾌｨｽ業務…ご利用者等への介護

や相談援助などの直接的業務 

重点項目 実績（又は成果） 

➀組織、組織人としての行動 ･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、居宅介護支援事業所、在

宅会議支援ｾﾝﾀｰ事業をご参照ください ➁法令遵守 

➂納得感のある介護福祉ｻｰﾋﾞｽの提供 

➃安全対策(事故･感染症･災害等) 

 ３.各事業所 

Ⅹ(1)ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 
取組概要 実績（又は成果） 

➀ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽのさらなる質の向上と見え

る化の推進 

･ﾓﾌﾄﾚ、ﾓﾌ測のﾃﾞｰﾀを機能訓練指導員から

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ、家族に提供 

➁介護予防と活動、社会参加への取り

組み 

･9 月から 4 回/週、Zoom による音楽会を

開催、日替わりでｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ実施 

･園芸ｸﾗﾌﾞ、手芸ｸﾗﾌﾞ実施 

➂生産性向上とﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ(ｹｱ単位の

最小化)との両立 

･年間を通じ実施することできた 

重点項目 実績（又は成果） 

➀LIFEの入力 

(ⅰ)認知症ｹｱ(環境と対応への配慮、

長谷川式ｽｹｰﾙ(HDR-S)、認知症行

動障害尺度(DBD‐13)) 

 

･環境に配慮し、職員全員がｲﾝｶﾑを使用 

ご利用者の状態等を情報共有することで

事前対応ができた 

(ⅱ)口腔ｹｱの向上(口腔機能向上加算) ･要支援：算定(4月 1日～) 

･要介護：算定(6月 1日～) 

(ⅲ)栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ(栄養ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ加算) ･要支援：算定(4月 1日～) 

･要介護：算定(6月 1日～) 

(ⅳ)ﾓﾌ測、ﾓﾌﾄﾚの使用(ｵﾝﾗｲﾝ、Moff

ﾊﾞﾝﾄﾞ等の機器の活用、企業･自治

体･学術機関との連携、研究発表) 

･ﾓﾌﾄﾚ活用(6月 1日～)：59名使用 

･ﾓﾌ測活用(4月 1日～)：54名使用 

･研究発表：ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載(9月 10日) 

･鈴鹿医療科学大学教授との意見交換(8月 3日) 

(ⅴ)積極的な情報発信の推進（PR 活

動、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ発信:目標年間 100

本、ﾆｭｰｽﾚﾀｰ配布:毎月及び臨時） 

･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」：167本 

･ﾆｭｰｽﾚﾀｰ：11本 

･PR活動：3回(6月、7月、8月) 
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(ⅵ)研修計画に沿った学びの機会 

【ｸﾞﾙｰﾌﾟでの学び】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人目標に沿った学び】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間 情勢等に関する学び(部署会議時) 12回 

随時 事業所外研修(ｵﾝﾗｲﾝ中心) 8回 

認知症介護実践者研修 0回 

その他必要な学びの機会の確保 26回 

4月 へこたれないﾒﾝﾀﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 2回 

5月 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ試験対策 1回 

6月 認知症高齢者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2回 

8月 接遇の理解と言葉遣い 2回 

9月 臥位姿勢ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞｹｱ 2回 

10月 摂食嚥下の基本 2回 

感染症対策 2回 

11月 信頼関係構築 2回 

 

入浴介助 1回 

状況の変化に応じた対応 1回 

機能訓練 1回 

利用者とともに行う生活支援(家

事行為、外出、趣味活動等) 

1回 

情報収集 1回 

多職種との連携 0回 

介護過程の展開 1回 

感染症(食中毒を含む)予防対策 2回 

事故発生防止 1回 

ﾋﾔﾘﾊｯﾄ、危険予知の視点 2回 

介護職員実務者研修 5名

受講 

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 1回 
 

➁通所型ｻｰﾋﾞｽ B、共生型ｻｰﾋﾞｽへの取り

組みﾁｬﾚﾝｼﾞ 

･共生型生活介護指定(7月 1日) 

➂情報共有、情報連携等ﾊﾞｯｸｵﾌｨｽ業務

の改善 

【方針】 

➣ｲﾝｶﾑ      ＞直接会話 

➣E ﾒｰﾙ     ＞電話    ＞  FAX 

➣ｵﾝﾗｲﾝ    ＞対面 

➣ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記録＞紙での記録 

➣音声入力  ＞ｷｰﾎﾞｰﾄﾞや画面ﾀｯﾌﾟ 

による入力 
 

･ｲﾝｶﾑ、統一ﾉｰﾄ活用 

朝礼において注意喚起を行った 

当居宅介護支援事業所ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰとは E ﾒｰ

ﾙ、NAS内情報共有ｼｰﾄを使用 

➃質に直結する介護給付費算定体制へ

のｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな対応 

･実施することができた 

継続項目 実績（又は成果） 

➀組織、組織人としての行動 ･人事考課(6月、12月) 

➁ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ会議の開催(毎月) ･12回開催 

➂介護保険制度、介護報酬体系に沿っ

たｻｰﾋﾞｽの提供 

･実施することができた 

➃根拠(ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ)に基づいた質の高い機

能訓練の実施 

･ﾓﾌ測、ﾓﾌﾄﾚ活用 

ﾃﾞｰﾀを基に機能訓練内容の検討を行った 
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➄ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ･ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ(介護予防、社会

参加、生活の楽しみ)の実施 

(ⅰ)ｸﾞﾘｰﾝの音楽会(毎週火曜日、金曜日) 

 

 

･4回/週、Zoomによる音楽会を開催 

(ⅱ)日替わりﾒﾆｭｰ ･実施することができた 

手芸ｸﾗﾌﾞ、園芸ｸﾗﾌﾞ参加者多数あり 

(ⅲ)創立 28周年記念行事(5月 8日) ･6月 5日実施 

(ⅳ)敬老祝賀会の開催(9月 20日) ･実施することができた 

(ⅴ)ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり、取組報告会

【地域報告会】(11月 3日) 

･「複数のｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末を活用した新しい

機能訓練について」ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公開 

(ⅵ)ｸﾘｽﾏｽ会(12月 18日) など ･実施することができた 

➅障がい者(児)日中一時支援事業の提供 ･12回：延べ 40名利用 

➆他団体、地域、事業所間、他(多)職

種との連携 

(ⅰ)障がい者、高年齢者、外国人介護

人材雇用等の推進(業務分担の推

進) 

･他事業所、ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの見学あり(2件) 

 

･ﾄﾞﾗｲﾔｰ、食事準備、水分提供を主たる業

務として実施 

その他の業務についても配慮している。 

(ⅱ)ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、実習生、職場体験、見

学等の受け入れ(ｵﾝﾗｲﾝによるもの

を含む 

･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、実習生、職場体験の受け入れ

の見合わせを継続 

･利用前の見学について多数受け入れ 

(ⅲ)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による取組活動の見える化 ･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」：167本 

(ⅳ)認知症高齢者に対する支援 ･実施することができた 

(ⅴ)地域見守り、啓発活動(ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀ

ｰ、鈴鹿市行方不明高齢者等のた

めのあんしんﾈｯﾄﾜｰｸ活動等) 

･協力継続 

(ⅵ)地域活動への協力 ･機会があれば参加 

➇ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ(仕事と家庭の両立)等 

(ⅰ)毎週水曜日ﾉｰ残業ﾃﾞｰ 

 

･継続して職員に周知 

(ⅱ)事業所内の安全確認 ･危険個所なし 

➈安全対策及び啓発(感染症･事故･災害等) ･介護事故：10件 

･感染症：ｺﾛﾅ対策の徹底(継続)、疑いが見ら

れる場合は、家族、ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰと連携し対応 

･災害発生時：事例なし 

➉ｻｰﾋﾞｽ等の質の評価 

(ⅰ)自己評価(3月) 

 

･実施することができた 

(ⅱ)ｱﾝｹｰﾄ調査の実施【利用者･家族、

職員】(9〜10月) 

･実施することができた 
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Ⅹ(2)鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ居宅介護支援事業所(ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ) 
取組概要 実績（又は成果） 

➀公正中立なｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実行 ･常に意識しながら対応するも更なる意識は必要 

➁制度のﾌﾙ活用 ･活用しながら業務にあたった 

➂生産性の向上(効果的かつ効率的な業務

の遂行) 

･ICT を徐々に活用し効率化を意識しなが

ら行っているがまだ不十分 

重点項目 実績（又は成果） 

➀組織、組織人としての行動 ･法人職員として自覚を持って対応 

･人事考課(6月、12月) 

➁介護保険制度、介護報酬体系に沿ったｻ

ｰﾋﾞｽの提供 

･制度を理解、情報共有してｻｰﾋﾞｽ提供す

ることができた 

➂ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用したｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践 

【方針】 

➣ｲﾝｶﾑ      ＞直接会話 

➣E ﾒｰﾙ     ＞電話   ＞  FAX 

➣ｵﾝﾗｲﾝ    ＞対面 

➣ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記録＞紙での記録 

➣音声入力  ＞ｷｰﾎﾞｰﾄﾞや画面ﾀｯﾌﾟ 

による入力 

(ⅰ)音声入力ｿﾌﾄ(VoiceFun)のﾌﾙ活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

･積極活用 

(ⅱ)ｵﾝﾗｲﾝ会議、ｵﾝﾗｲﾝ研修の推進 ･開催数は想定以下、ｵﾝﾗｲﾝ会議：20回 

･研修はすべてｵﾝﾗｲﾝ受講：12回 

･ﾒｰﾙ活用：三重県介護支援専門員協会、鈴鹿

市医師会、鈴鹿市社会福祉協議会、三重県看

護協会、鈴鹿第 1 第 2 地域包括圏内ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ

会議、鈴鹿市認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄ連絡協議会、

野村総合研究所(介護予防ﾏﾆｭｱﾙ第 4 版普及啓

発ｾﾐﾅｰ）、介護ｿﾌﾄﾜｲｽﾞﾏﾝｾﾐﾅｰ(居宅介護事業

所向け 2024 年介護報酬改定の方向性を踏ま

えた対応と業務改善）、鈴鹿第 1 包括圏域 地

域ｹｱ圏域会議 

(ⅲ)Mell+(ﾒﾙﾀｽ)の活用工夫 ･ほぼ活用できず、代替としてﾒｰﾙを積極

活用 

(ⅳ)外部記録、ﾃﾚﾜｰｸの推進 ･あまり進まず、次年度実施予定 

(ⅴ)ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり、取組報告会

【地域報告会】(11月 3日) 

･取組動画「介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）の業

務効率化・ICT 化（情報通信技術の導入）に

ついて」をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて公開(11 月 3 日) 

➃ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな対応 ･意識して対応 

➄ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ発信、ﾆｭｰｽﾚﾀｰ配布(随時) ･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより」：12回 

･ﾆｭｰｽﾚﾀｰ：0回 

➅事業所の移転、移転に伴う事業所名変更

(→鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ居宅介護支援事業所) 

･名称変更(12月 1日) 

継続項目 実績（又は成果） 

➀ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙに沿った業務 ･ｺﾛﾅ発生時の対応、新規依頼、要介護認

定の遅れなどあるが、保険者からの通知

などに注意しながら対応 

･訪問によるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞについて、感染対策

に沿って対応 
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➁地域の社会資源との連携 

(ⅰ)自治体、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、認知症初

期集中支援ﾁｰﾑ、他団体、地域、医療

介護事業所間、他(多)職種等との連携 

 

･研修、会議に積極参加 

･退院時などの医療連携についても様式や 

ｵﾝﾗｲﾝ、動画など活用し連携を図った 

(ⅱ)実習生の受け入れ ･介護支援専門員実務試験修了者：1名 

(ⅲ)地域見守り、啓発活動(ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀ

ｰ、鈴鹿市行方不明高齢者等のた

めのあんしんﾈｯﾄﾜｰｸ活動等) 

･協力継続 

(ⅳ)地域活動への協力 ･地域貢献できるよう機会があれば参加 

➂居宅介護支援会議の開催(原則毎週) ･51回 

➃非常時の支援対策 

(ⅰ)介護事故、感染症、災害発生時の

支援 

 

･介護事故：事例なし 

･感染症：その都度代替ｻｰﾋﾞｽ含む提案、

調整にて対応行った 

･災害発生時：事例なし 

➄研修受講 

(ⅰ)(主任)介護支援専門員資格の更新

にかかる研修 

 

･該当者なし 

(ⅱ)ｽｷﾙｱｯﾌﾟなどにかかる研修 ･Zoom を使用した会議やその他研修に各自

参加することができた 

(ⅲ)個人目標に沿った研修 ･制度の理解や社会資源を活用目的での研

修を受けた 

➅ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ(仕事と家庭の両立)等 

(ⅰ)業務に応じた働き方 

 

･効率化を意識した働き方にはやや不十

分、改善の余地あり 

(ⅱ)事業所内の安全確認 ･職場のﾋﾔﾘﾊｯﾄ報告(毎月)：事例なし 
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Ⅹ(3)在宅介護支援ｾﾝﾀｰ事業 

取組概要 実績（又は成果） 

➀介護予防普及啓発事業の受託、実施 ･出前教室：3件、延べ 38 名 

WEB教室：0件 

※Zoom音楽会 1名参加実績あり(3回) 

➁高齢者見守り体制整備事業の受託、実施 ･継続実施 

➂地域における公益的事業の実施 ･継続実施 

重点項目 実績（又は成果） 

➀ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用した介護予防の実践ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

(ⅰ)ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ(介護予防事業提供単

位の最小化) 

 

･感染予防対策を徹底しながら、同日複数

開催(入替制) 

(ⅱ)ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽに基づいた介護予防の提供 ･(ⅲ)と同じ 

(ⅲ)ﾓﾌ測、ﾓﾌﾄﾚの活用(Moff ﾊﾞﾝﾄﾞの活用) ･使用 1回、説明 2回 

(ⅳ)ｵﾝﾗｲﾝの活用、連携実施(遠隔型介

護予防の試行) 

･実施できず 

R4年度「遠隔型介護予防」の試行予定 

(ⅴ)他団体、地域、事業所間、他(多)

職種、産･官･自治体･学との意見

交換、連携 

･適宜、鈴鹿市と協議 

➁積極的な情報発信の推進 

(ⅰ)ﾘｰﾌﾚｯﾄの配布等 PR 活動、ﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞ発信、ﾆｭｰｽﾚﾀｰ配布(随時) 

 

･ﾘｰﾌﾚｯﾄ：2回配布(6月、7月) 

･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ発信：3件(6、7、12月) 

(ⅱ)ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり、取組報告会

【地域報告会】(11月 3日) 

･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公開なし 

継続項目 実績（又は成果） 

➀ｸﾞﾘｰﾝの音楽会(毎週及び地域の求め

に応じ随時) 

･開催：2回 

･相談：0回 

➁運動ｸﾗﾌﾞ(毎週、地域の求めに応じ随

時) 

･開催：1回 

･相談：0回 

➂車いす等無料貸出事業の実施 ･車いす：7 件、ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ：5 件、ｼｬﾜｰﾁ

ｪｱ：2件 

➃地域からの相談への対応、支援 ･相談：40回 

･支援：39回 

➄地域見守り、啓発活動(ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ、

鈴鹿市行方不明高齢者等のためのあん

しんﾈｯﾄﾜｰｸ活動等) 

･協力継続 

➅地域活動への協力 ･協力継続 
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Ⅺ．令和３年度(2021 年度) 研修報告 

計 103回、延べ 174 名＋全職員 6回受講 

（外部研修:73 回･延べ 107 名＋全職員 2 回受講、内部研修:30 回･延べ 206 名＋

全職員 4回受講） 

受講日 
受講区分 

研 修 名 部署名 受講人数 外部研修 内部研修 
(事業所内) ｵﾝﾗｲﾝ 集合型 

4月 7日   ● 消防訓練 総務係 
特養係 
医務係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 
調理部門 

1人 
7人 
1人 
3人 
1人 

4月 8日   ● 認知症ｹｱの専門性 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 3人 
4月 1日   ● 採用時研修 特養係 3人 

医務係 1人 
居宅介護支援 1人 

4月 11日 ●   鈴鹿市新地域包括支
援ｾﾝﾀｰ発足式 

総務係 1人 

4月 15日 ●   ICT 活用による適正人
材配置がもたらす生
産性向上ｾﾐﾅｰ 

総務係 1人 

 ●  新入社員研修会 特養係 2人 
4月 21日 ●   感染症対策力向上の

ための研修教材 
総務係 1人 

4月 22日   ● 感染症防の予防とま
ん延防止 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2人 

5月 1日   ● 採用時研修 特養係 1人 
5月 6日 ●   参議院厚生労働委員会 総務係 1人 
5月 11日 

～5月 14日 
  ● 感染症訓練(業務継続

計画(BCP)･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ) 
全部署 全職員 

5月 14日   ● ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ試験対策 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 
5月 17日 ●   社会福祉法人運営研

修会･介護保険ｻｰﾋﾞｽ
事業者等集団指導 

総務係 2人 

5月 24日 ●   全国老施協第 1 回 21
世紀員会代表者会議 

総務係 1人 

6月 1日   ● 採用時研修 医務係 1人 
6月 2日   ● 身体拘束適正化研修会 特養係 3人 

感染症対策研修会 
事業継続計画(BCP)に
関する研修会 

 ●  安全運転管理者講習 特養係 1人 
6月 9日 

～7月 29日 
●   介護支援専門員資質

向上研修 
特養係 1人 

4月 16日 
5月 17日 
6月 18日 
6月 19日 
6月 20日 
6月 24日 

  ● 権利擁護研修 総務係 
医務係 
特養係 

5人 
7人 
49人 

身体拘束適正化研修 

事業継続計画(BCP)訓練 
感染症ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研修 

6月 14日   ● 認知症高齢者とｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 3人 
6月 16日   ● ﾏﾅｰ･あいさつ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2人 
7月 8日  ●  外国人技能実習責任 総務係 1人 
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者講習 
7月 9日   ● 摂食嚥下の基本 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 3人 
7月 13日   ● 信頼関係構築 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2人 
7月 14日 

20日、21日 
26日、27日 
29日、30日 

 

  ● 人権擁護･虐待防止研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
ｾﾝﾀｰ 

11人 
身体拘束適正化研修 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 

感染症対策･BCP ｼﾐｭﾚｰｼ
ｮﾝ研修 

7月 16日 ●   高齢者施設等における感
染者発生時の対応研修 

特養係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ- 

1人 
1人 

  ● 臥位姿勢ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞｹｱ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 
7月 21日 ●   「LIFE」って何？科学的

介護情報ｼｽﾃﾑ LIFE をわ
かりやすく徹底解説 

特養係 1人 

7月 28日 ●   職場におけるﾊﾗｽﾒﾝﾄ
窓口担当者実務研修 

総務係 1人 

7月 30日 ●   安全対策担当者養成研修 特養係 1人 
8月 2日   ● 人権擁護･虐待防止研修 

身体拘束適正化研修 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 

8月 3日   ● ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 7人 
8月 4日   ● ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 3人 
8月 25日 ●   そのだ修光ｵﾝﾗｲﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 総務係 1人 
9月 2日 ●   全国老施協第 2 回 21

世紀員会代表者会議 
総務係 1人 

9月 3日 
～3月 31日 

●   認知症 BPSD ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ 

特養係 1人 

9月 13日 
～9月 30日 

●   東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福
祉施設研究大会 

総務係 
特養係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

1人 
1人 
3人 

9月 14日   ● 高齢者虐待防止研修 
身体拘束適正化研修 

居宅介護支援 5人 

●   ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ研
修(1日目) 

特養係 1人 

9月 19日 ●   安全対策担当者養成研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 
9月 21日 ●   居宅介護支援集団指導 総務係 1人 
9月 22日 ●   福祉施設におけるﾘｰ

ﾀﾞｰｼｯﾌﾟ研修 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 

9月 23日 ●   全国老施協ｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨ
ﾝｸﾞ ﾌﾟﾚ開催 

総務係 1人 

9月 24日 ●   人材確保に関する研修
会「採用ｻｲﾄ･採用ﾊﾟﾝﾌ
ﾚｯﾄの作り方講座」 

総務係 
特養係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

2人 
1人 
1人 

9月 27日 ●   他法人介護報酬改定担
当者との意見交換会 

総務係 1人 

9月 28日 
～2月 15日 

●   経営養成ﾘｰﾀﾞｰ塾(全 6
回) 

特養係 1人 

9月 28日 ●   Web ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 特養係 1人 
9月 29日 ●   排せつ支援加算に向

けた研修会 
総務係 1人 

 
10月 1日 ●   介護のしごと魅力発

信研修 
特養係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

1人 
1人 

10月 1日   ● 採用時研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 
10月 8日 ●   ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ研

修(2日目) 
特養係 1人 
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10月 13日 ●   人権問題及び権利擁
護に関する研修会 

総務係 
特養係 

1人 
3人 

10月 15日  ●  ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検 総務係 
居宅介護支援 

1人 
1人 

10月 27日  ●  社会福祉施設のための
労働災害防止について 

総務係 
特養係 

1人 
1人 

11月 1日   ● 採用時研修 特養係 1人 
11月 2日   ● 緊急ﾒｰﾙ送信訓練 全部署 全職員 
11月 4日 ●   新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対

策研修会 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2人 

11月 10日 ●   安全対策担当者養成研修 特養係 1人 
11月 12日   ● 消防訓練 総務係 

医務係 
特養係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 
居宅介護支援 

1人 
1人 
8人 
4人 
1人 

●   失禁におけるｽｷﾝｹｱ 特養係 1人 
11月 16日 
11月 17日 

 ●  甲種防火管理者講習会 居宅介護支援 1人 

11月 18日 ●   安全対策担当者養成研修 特養係 
特養係 

2人 
11月 23日 ●   1人 
11月 24日 ●   三重県 DWAT 登録員養成研修 特養係 1人 
11月 25日 ●   安全対策担当者養成研修 特養係 1人 
11月 25日 
～3月 31日 

●   全国老人福祉施設研
究大会(山口大会) 

総務係 
特養係 

1人 
1人 

11月 29日 ●   安全対策担当者養成研修 特養係 1人 
11月 30日 ●   居宅介護支援 1人 

●   総務係 1人 
12月 7日 ●   施設事業所の取組と事例 LIFE

の導入～ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの活用 
総務係 1人 

12月 8日 ●   九州ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 総務係 1人 
12月 9日 ● ●  ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 法人本部 

総務係 
2人 
1人 

12月 17日 ●   四国ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 総務係 1人 
12月 21日 ●   全国老施協第 3 回 21

世紀員会代表者会議 
総務係 1人 

 ●  新規指定事業者研修会 特養係 1人 
12月 23日 ●   権利擁護-高齢者の暮ら

しを守るために- 
居宅介護支援 5人 

12月 23日 ●   北海道･東北ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰ
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

総務係 1人 

6月 23日 
12月 17日 
12月 22日 
12月 23日 
1月 23日 
2月 19日 

  ● 権利擁護研修 
身体拘束適正化研修 
事業継続計画(BCP)訓練 
感染症ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研修 

総務係 
医務係 
特養係 

5人 
7人 
49人 

1月 4日   ● 採用時研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 1人 
1月 13日 

～3月 31日 
●   全国老人福祉施設研

究会議(鹿児島会議) 
総務係 
特養係 

1人 
1人 

1月 18日 ●   公正採用選考ｵﾝﾗｲﾝ研修 総務係 1人 
1月 22日 

～1月 27日 
  ● 感染症訓練(業務継続

計画(BCP)･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ) 
全部署 全職員 

1月 25日 ●   給食施設管理者研修会 総務係 2人 
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1月 27日 ●   口腔ｹｱに関する研修会 総務係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

3人 
2人 

1月 28日 ●   中国･近畿ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰ
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

総務係 1人 

●   2024 年度介護報酬改定
の方向性を踏まえた対
応と業務改善 

居宅介護支援 1人 

1月 31日 
～2月 7日 

  ● 感染症訓練(業務継続
計画(BCP)･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ) 

全部署 全職員 

2月 8日 ●   東海北陸ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃ
ｨﾝｸﾞ 

総務係 
特養係 

1人 
1人 

2月 18日 ●   関東ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 総務係 1人 
2月 24日 ●   感染症 BCP研修会 総務係 

特養係 
1人 
1人 

3月 1日 ●   全国老施協第 4 回 21
世紀員会代表者会議 

総務係 1人 

3月 3日 
～3月 31日 

●   管理者向け定着研修 特養係 1人 

3月 4日  ●  DWAT 登録員資質向上研修 特養係 1人 
3月 7日 ●   参議院予算委員会 総務係 1人 
3月 10日 ●   災害時福祉支援ﾘｰﾀﾞｰ養

成講座 
特養係 2人 

3月 13日 ●   三重県感染対策支援ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ研修会 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2人 

3月 20日～ ●   腰痛予防研修 全部署 全職員 
3月 23日 ●   介護予防ﾏﾆｭｱﾙ第 4 版普

及啓発ｾﾐﾅｰ 
総務係 
居宅介護支援 

1人 
4人 

3月 30日～ ●   安全運転研修 全部署 全職員 
3月 31日   ● 各事業自己評価研修 総務係 

特養係 
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

1人 
1人 
1人 

 


